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は por,a2, ly3, vl, n4（十）であった．
全大腸癌の 1%以下である 組織型は本症例のよう
に低分化腺癌が多く，脈管侵襲が強く予後不良であ









































ng/ml, NSE 12 ng/ml, HCG四戸＜0.1ng/ml, LDH 1516 
IU/l.左鎖骨上沼リンパ節生検は転移性宋分化癌であ




































































ではmが3例， smlが3例， Ispではmが2例， sml
が2171. sm2が 1{71J, sm3が1例， mpが 1例，Ilaの
smlが l例， 1型の mpが 1例であった．中分化では




























































































































【結果】局所効果の判定が行えた1例中 2{1Jは CR,6 
例は PR,3例は NCであった.CRの2例は， 2年以
上の局所制御を得た．また PRとNCの4例が切除可
能となり，その l例は5年以上無病生存を得た．術中
照射例の局所制御効果は良好であった．
【結論】外照射の他，温熱療法を併用することで有効
な局所効果を86%に得るが， 放射線治療のみでは根治
は難しし＼照射により腫蕩の縮小が得られた症例では
積極的な外科的切除が必要であり局所制御を向上させ
るために術中照射を併用することが望ましい．
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